
【来歴】
中学時代にボクシングを始める。
南京都高校（現：京都廣学館高等学校）で、高校5冠を達成。2004年に東洋大学に進学。
北京オリンピック出場を逃し、現役を一度引退。
2009年 現役復帰後、2011年世界アマチュアボクシング選手権 準優勝。
2012年ロンドンオリンピック ボクシングミドル級 金メダル
2013年4月プロテストを受け、特例でA級ライセンスを取得。
同年8月25日にプロデビュー戦で東洋太平洋ミドル級チャンピオンを2R TKOで破り、
鮮烈なデビューを飾る。
その後連勝を重ね2017年5月に最激戦区であるミドル級で世界挑戦、惜しくも敗北。
同年10月再挑戦をし、見事日本人では初の五輪金メダリストの世界王者となる。
2018年4月日本人としてミドル級では初めてとなる防衛に成功したものの同年10月、
2度目の防衛戦に敗れ王座陥落。
2019年7月王座に返り咲き、2019年12月には初防衛に成功した。
2021年にはWBA世界ミドル級スーパー王者に昇格し、2022年にミドル級の世界的スター選手であるIBF同級王
者ゲンナジー・ゴロフキンと2団体王座統一戦（ミドル級の統一戦は日本では初）を行い惜しくも敗れる。
2023年3月に現役を引退。

【主な受賞歴】
2012年 JOCスポーツ賞 特別功労賞、京都府スポーツ賞 特別栄誉賞、紫綬保障

 日本スポーツ賞 オリンピック特別賞、ベストジーニスト、GQ Men of the Year 2012
2013年 イクメン オブ ザイヤ－
2014年 ベストファザー賞
2015年 第八回ぺアレンティングアワード
2017年 日本プロスポーツ大賞、報知プロスポーツ賞
2022年 第13回日本スポーツ学会大賞

身長：183cm

体重：78kg

生年月日：1986/1/12 (37歳)

出身地：奈良県

趣味：読書

プロ戦績：19戦16勝（13KO）3敗

アマ戦績：137戦118勝（89KO/RSC）

肩書：元WBAミドル級スーパー王者

  ロンドン五輪ボクシングミドル級金メダリスト

村田諒太（ムラタリョウタ）

2023年5月現在
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